シミュレーションベースのハビタット評価による戸田御浜環境再生案の検討（要旨） by 久松, 力人
1 
 
平成 21 年度修士論文要旨 
（東京大学大学院  新領域創成科学研究科  海洋技術環境学専攻） 
シミュレーションベースのハビタット評価による戸田御浜環境再生案の検討 
Deliberation on environmental restorations in Heda-Mihama by simulation based 
habitat assessment 
 
学籍番号  47-086813  久松  力人 
指導教員     多部田  茂  准教授 
(平成 22 年 3 月 24 擥修䶆䶈定) 
Keywords: 流動シミュレーション、戸田御浜、環境再生、アサリ、HEP、土砂輸送 
Keywords: tide simulation, Heda-Mihama, environmental restorations, clam, HEP, 








































観 測 を 行 っ た 項 目 と そ の 目 的 に つ い て
Table.1 に、戸田湾と御浜海域を Fig.1 に示す。  
 
３．数値モデル 
3.1  流動モデル 
流動計算は MEC モデル（Marine  Environmental 
Committee model）を用いた。以下に基礎方程式
を示す[2]。 
















      Fig.1 Heda bay and Heda-Mihama 
 


























































































































































































3.3  数値モデルの検証 












4.1  HEP について[6] 
















































必要である。 HEP での評価は、 ハビタットを 「質」








示す HSI（Habitat Suitability Index）という
指標にとしてあらわされる。 この HSI の算出には、
複数の SI（Suitability Index）モデルより構成




は、SI モデルによって示された複数の SI を統合
したもので、 対象の野生生物種のハビタットとし
てどの程度の適性があるかを、0（生息に不適）






















象としておらず、CHU の傾きはおよそ 10 擥で一
定となる。そのためここでは二週間後の HU をす




















































































Fig.4  SI model 
4.2  SI モデルの選定 
  選定した SI モデルは Fig.4 に示す海嶕摩擦速
度・粒径・水深とした。これらのモデルは擢往研
究を参照した[7,8]。 
4.3  HSI モデルの構築 
本研究の HSI モデル作成にあたり、嶕質、地形
および水理の相乗効果でアサリの生息環境は定





海嶕摩擦速度ＳＩ×流径ＳＩ×水深ＳＩ  (7)      
4.4  HSI モデルの検証 




れるアサリ量から作成した HSI 値、 横軸には本研




















Fig.6  Tidal residual current in Mihama 
 
５． 数値モデルと HEP による御浜の環境評価 























る HSI 値分布を示す。 















































Fig.9  Proposed construction Plan 
工事は Fig.8 に示すものが䶈定されている。中 
央桟橋を流動改善のために杭式化し、 北側の桟橋
も撤去する。工事二週間後の THU を Fig.10 に示
す。 
  計算結果から、 貝類生息環境は大幅に改善する
ことが見込まれる。 
6.2  代替案の検討 
  より流動を改善するために、Fig.9 に示すよう
に中央桟橋の根本まですべて杭式化し、 北側桟橋、
北側離岸堤を撤去する。 工事二週間後の THU の計
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